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Abstract
This paper introduced the psychological approach researches on odor perception. Odor perception occurs when odorants 

present in the environment are received in the nasal cavity. Although we are not yet aware of it, it is unknown how the lack 
of stimulation of the olfactory system affects us. The author discussed some findings on characteristics of odor perception. 
One of these was the effect of scents on the evaluation of impressions of people, and the other was the lack of consistency of 
in odor perception.

The lack of consistency in odor perception was indicated by low task performance in the repeated odor exposure task 
and low correlations between similarity ratings evaluation of two odor pairs. The possibility that verbalization of odor stimuli 
may bring stability to odor perception was also noted.
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コロナウイルスへの感染による嗅覚障害が広く知ら
れることで，人々が「自分はにおいを感じられているの
か」ということを意識する機会が多くなったかもしれな
い（COVID-19感染と嗅覚障害のついては，三輪 1）を参
照）。一方で，そもそも，自分は普段どの程度においを
わかっていたのか，そのこと自体がわからないという意
見も多く聞かれた。

2004年に Richard Axelと Linda B. Buckがにおい受容
体をコードしていると思われる遺伝子ファミリーを発
見 2）し，それを機に，におい物質の受容のメカニズムと
脳の第一次嗅覚野（嗅球）での情報処理に関しては飛躍
的に解明が進んだ。現在では，ヒトでは396種類の嗅
覚受容体を発現する遺伝子が同定されている（イヌでは
811種類，ゾウは1948種類の嗅覚受容体が同定されてい
る 3）。環境中に存在する何万種類もの化学物質をセンシ
ングするために，関与する遺伝子数が多いことは驚くに
値しない。しかし，私たちが，におい物質（化学物質）
を受容して，その多様で複雑な情報から，何かのにおい
がすると感じること，また過去の経験と照らし合わせて
そのにおいを知覚する仕組みについてはいまだ解明され
ていない。

心理学における「におい」の研究においては，記憶成
績や作業効率を向上させるにはどのようなにおいが効果
的か，痛みやストレスを低減する効果のあるにおいは何
かといった成果が期待されることが多い。私たちに，に
おいの感覚（知覚）を呈する物質は化学物質として私た
ちの呼吸の吸気とともに，鼻腔から肺に取り込まれる。
肺胞で血中にこれらの化学物質が吸収されることで私た
ちの身体に何かしらの生理・薬理的効果が発生するかも
しれない。しかし，これは心理学で探求できる範疇では
ない。また，においを知覚することで快や不快の感情や
情動反応が生じやすいので，心地よい気分の状態が作り
出されることでストレスが軽減されることや，ポジティ
ブな気分で作業や仕事に集中できることがあるかもしれ
ない。しかし，感情や情動状態を変容する外部環境から
の刺激は，におい（臭いや香り）に限ったことではなく，
音楽でも絵画といったさまざまな視聴覚刺激である場合
も多い。つまり感情や情動変容をもたらすにおいの追求
は，必ずしも，においの知覚の特徴やその神経基盤を明
らかにしようとするための直接的なアプローチではな
い。本稿ではにおいの知覚の特徴の一部や影響について
示した研究成果を列挙する。
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